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前回の通信では、キアシヤマドリタケとキアミアシイグチの違いについて説明しました。

今回の通信では、キアシヤマドリタケについてもう一歩踏み込んで説明いたします。

上の写真のキノコは「キアシヤマドリタケ」です。

しかし、このキノコには、「キアシヤマドリタケ」という名前以外にも「アミアシコガネヤマ

ドリ」や「キアミアシヤマドリ」などの別名があります。

いくつかある名前の中で、

なぜ、キアシヤマドリタケという名前を使うのか？

今回の通信はこれがテーマです。

結論から申せば、私は「キアシヤマドリタケ」という名前が一番適切だと思っています。

キアシヤマドリタケやアミアシコガネヤマドリ、キアミアシヤマドリは一体どの文献で報告さ

れているのか？

まずは、そのあたりから説明していきます。



キアシヤマドリタケ

命名者 池田良幸氏

キアシヤマドリタケは、2005 年に池田良幸氏によって自費出版で発行された北陸のきのこ図

鑑に載っています。

下の図がキアシヤマドリタケです。

「キアシヤマドリタケ」という名前は、池田良幸氏によって付けられた名前です。

しかし、名前の最後に（仮）とあるように、まだ正式に認められていない名前です。

「キアシヤマドリタケ」は仮称です。

キアシヤマドリタケを正式に表記するなら、

キアシヤマドリタケ（仮称） or キアシヤマドリタケ（池田仮称）

となります。



キアシヤマドリタケの名前の意味は

黄色い足（柄）をした「ヤマドリタケ」

ということになるでしょう。

キアシヤマドリタケで覚えておいてほしいポイントは以下の 6 点です

●出典は自費出版の北陸のきのこ図鑑

●2005 年に初めて報告されている

●仮称である

●学名は「Boletus sp.」で報告されている

●名前の意味は黄色い足（柄）をした「ヤマドリタケ」

●名前の文字数は 9 文字

アミアシコガネヤマドリ

命名者 正井俊郎氏

2007 年 9 月に菌蕈研究所の長沢栄史先生をお迎えして、兵庫きのこグループのきのこ観察合

宿が行われました。

アミアシコガネヤマドリは、そのときのキノコ採取記録で初めて報告されました。

以下のＵＲＬに載っています。

http://hyogo-kinoko.chicappa.jp/sonotanogyouji/07nagasawagasyuku.htm

この時、長沢先生はこのキノコを「Boletus auripes」と学名のみで同定されました。

和名はなく、長沢先生はまだ和名を考えておられないということでした。

そこで、イグチに詳しい兵庫きのこグループの正井俊郎氏が

「アミアシコガネヤマドリ」

と名前を付けられました。

そのときに採取されたキノコが次のページのキノコです。



アミアシコガネヤマドリ（正井仮称）

Boletus auripes これはコガネヤマドリです

1 ページ目の写真のキノコと同じですね。

もちろん、アミアシコガネヤマドリも仮称となります。

そのため、正式にはアミアシコガネヤマドリ（正井仮称）という表記になります。

ところで、アミアシコガネヤマドリの名前の意味は、コガネヤマドリに似ているが、柄に網目

があるということを表しています。

アミアシコガネヤマドリで覚えて欲しいポイントは

●出典はＨＰ上の兵庫きのこグループの観察記録である

●2007 年に初めて報告されている

●仮称である

●学名は「Boletus auripes」で報告されている

●名前の意味はコガネヤマドリに似ているが、柄に網目があるということ

●名前の文字数は 11 文字



キアミアシヤマドリ

命名者 宮内信之助氏？

キアミアシヤマドリは、2010 年に新潟きのこ同好会によっては発行された「新潟のきのこ」

に載っています。

下の写真がキアミアシヤマドリです。

名前をつけられたのは、おそらく宮内信之助氏だと思われます。

学名は「Boletus auripes」と表記されています。

「キアミアシヤマドリ」は「新潟県のきのこ」がはじめての報告ではなさそうです。

なぜなら、「新潟県のきのこ」が初めての報告なら、キアミアシヤマドリ（新称）と表記され

ます。しかし、その表記はありません。

「キアミアシヤマドリ」の横に（仮称）という文字もありませんので、すでにどこかで正式に

報告されているように思われます。

「キアミアシヤマドリ」が掲載されているページの一番最後の文章を見ると、「新潟きのこ同

好会どうしん 19 号」に「キアミアシヤマドリ」の記事があることが推測できます。

おそらく、この雑誌で初めて報告されたように思われます。

しかし、同好会誌で報告というのは一般的に正式な報告とは認められません。

ということは、キアミアシヤマドリが正式な名前というのにはやや疑問が残ります。

ところで、「キアミアシヤマドリ」という名前の意味は、ヤマドリタケ属のキノコで、柄が黄

色で網状であるこということを表しています。



キアミアシヤマドリで覚えて欲しいポイントは

●出典は新潟県のきのこ（or 新潟きのこ同好会 19 号）

●2010（or2009）年に初めて報告されている

●正式？な名前である

●学名は「Boletus auripes」で報告されている

●名前の意味はヤマドリタケ属のキノコで、柄が黄色で網状であること

●名前の文字数は 9 文字

さて、キアシヤマドリタケ（池田仮称）、アミアシコガネヤマドリ（正井仮称）、キアミアシヤ

マドリ（宮内？）の３つの名前について紹介しました。

写真と絵図を見てもわかるようにこれらはすべて同じ種類のキノコであると思われます。

もちろん、以下の写真のキノコとも同じです。

さて、この３つのキノコの覚えて欲しい６つのポイントがありましたね。

そこでポイントを整理しました。

次のページをご覧ください。



和名 キアシヤマドリタケ アミアシコガネヤマドリ キアミアシヤマドリ

命名者 池田良幸 正井俊郎 宮内信之助？

文字数 9 文字 11 文字 9 文字

命名年 2005 年 2007 年 2010 年（2009？）

出典 北陸のきのこ図鑑 ＨＰ上（採取記録） 新潟のきのこ

仮称？ 仮称 仮称 正式？

学名 Boletus sp. Boletus auripes Boletus auripes

名前の意味
黄色い足（柄）をした「ヤ

マドリタケ

コガネヤマドリに似てい

るが、柄に網目があるとい

うこと

ヤマドリタケ属のキノ

コで、柄が黄色で網状で

あること

この３つの名前の中でどの名前を使えばいいのでしょうか？

正式な報告という点では「キアミアシヤマドリ」が優位かもしれません。

というのも、「新潟県のきのこ」には、「キアミアシヤマドリ Boletus auripes」という和名と

学名を載せて、正式に報告された名前であるかのように掲載されています。

しかし、先に述べましたように、初めて報告されたのが「新潟きのこ同好会 どうしん」とい

う同好会誌と思われます。

正式という点では「キアミアシヤマドリ」は疑問が残ります。

また、「キアミアシヤマドリ」という名前は、通信 021 でも紹介した「キミアシイグチ」と名

前がそっくりです。

名前もそっくりなうえ、キノコ自体もよく似ています。

「キアミアシヤマドリ」を使うことは「キアミアシイグチ」と混乱することが予

想されます。

正式な報告に疑問が残ること、「キアミアシイグチ」と名前が似すぎているという 2 点から私

はこの名前を使うことに躊躇します。



では、「アミアシコガネヤマドリ」はどうでしょうか？

アミアシコガネヤマドリ（正井仮称）はまだ紙媒体での報告がありません。

ＨＰ上のみです。

そのため、ＨＰが消えてしまえば根拠はわからなくなります。

紙媒体であれば名前の根拠が残ります。

また、文字数が 11 文字という点で長い点もネックです。

さらに言えば、「アミアシコガネヤマドリ」という名前は、「コガネヤマドリ」には網目がない

ように思わせるのではないでしょうか？。

しかし、「コガネヤマドリ」にも網目は多かれ少なかれあります。

「アミアシコガネヤマドリ」という名前は適切な表現ではありません。

「アミアシコガネヤマドリ」は、紙媒体での報告がないことと、名前が不適切であること、文

字数が多いという点において、私は名前を使うのを躊躇します。

キアシヤマドリタケはどうでしょうか？

北陸のきのこ図鑑は自費出版という形で出版されています。

そういう点では入手や閲覧が難しいため「新潟県のきのこ」には劣ります。

しかし、「北陸のきのこ図鑑」はキノコ通の間では有名であることと、全国各地のキノコ好き

の人は持っている方がほとんどです。

北陸のきのこ図鑑の影響力は結構大きいのです。

「キアシヤマドリタケ」はどこに載っているのでしょうか？

と聞かれたときに

「北陸のきのこ図鑑」です

と言えば、十分な根拠になります。

要は納得されやすいのです。

ところで、「キアシヤマドリタケ」という名前は、黄色い足（柄）のヤマドリタケということ

を表しています。

実際、「キアシヤマドリタケ」は「ヤマドリタケ」の柄を黄色くしたようなキノコなのでしょ

うか？



下の写真は「ヤマドリタケ」と「キアシヤマドリタケ」です。

ヤマドリタケ

きのこワンダーランドより

キアシヤマドリタケ

特徴を以下にまとめました。

ヤマドリタケ キアシヤマドリタケ

傘 茶色系 茶色～黄色系

孔口 はじめは菌糸でふさがれる はじめは菌糸でふさがれる

柄 白色～茶色で網目がある 黄色で網目がある

この表と写真を見てもわかるように、この両者の肉眼的には違いは、柄が「白色系～茶色系」

か「黄色系」であるかどうかという点です。

ということは、「キアシヤマドリタケ」という名前はキノコの特徴をよく表して

いて適切な名前と言えます。

また、同じような名前のキノコも今のところありません。

しかし、キアシヤマドリタケの名前にも欠点があります。

それは、学名が「Boletus sp.」でしか報告されていないという点です。



「キアシヤマドリタケ」が「Boletus auripes」であることはほぼ間違いありません。

しかし、「キアシヤマドリタケが「Boletus auripes である」という報告はどこにもありません。

そこがキアシヤマドリタケを使うときに気をつけないといけないポイントです。

キアシヤマドリタケ＝Boletus auripes

と堂々と使うことはまだできないのです。

誰かが公の文献で報告しないといけません。

欠点もありますが、「キアシヤマドリタケ」は発表年という点においても優性です。

発表年は 2005 年です。

これは「アミアシコガネヤマドリ」や「キアミアシヤマドリ」よりもはやい発表です。

名前が２つあるときは、先につけた名前が優先される先名権というのもあります。

この権利を優先するなら「キアシヤマドリタケ」が優位です。

なぜ、キアシヤマドリタケを使うのか？

①出典が北陸のきのこ図鑑であり有名な文献であること

②名前がキノコの特徴をよく表した適切な名前であること、

③発表年が 2005 年と一番はやいこと

この 3 つの点を優位して、私は「キアシヤマドリタケ」を使うことにしています。

その代わり、学名の表記は「Boletus auripes」を堂々と使うことはできません。

さて、みなさんは３つのうち、どの名前を使いますか？

どの名前を使うかはみなさんの自由です。

学名というものはいろいろと決まりがあります。

しかし、和名に関しては決まりはありません。

「この名前を使わないとダメ」

ということはありません。

キノコの名前を使う人にゆだねられているというのが現状です。



補足説明

コガネヤマドリというキノコは以下の絵図のキノコです。

従来、コガネヤマドリには Boletus auripes という学名が当てられていました。

従来

コガネヤマドリ→ →Boletus auripes

しかし、Boletus auripes とは違うということが判明したのです。



正しくは以下のようになります。

正しくは

コガネヤマドリ→ →Boletus aurantiosplendens

キアシヤマドリ→ →Boletus auripes

コガネヤマドリの学名は Boletus aurantiosplendens に変更になったと覚えておいてくださ

い。

Boletus auripes とコガネヤマドリは違うキノコです。


